




































































これまで多くの がいろいろ書いてきた。それをむしかえし ふ たびテーマとすることは筆者の本意ではないが、先ご かれの手沢本（ジョン・ラボックの独訳）をみる機会があったので、こ 機会に天賦人権論争を再吟味しようとしたのが本稿である。
注（１）中島力造「故加藤博士に就いての回想」 『哲学雑誌』第
349号所収、大正５・３。


















































































































































をしげきし、にせ議員らが相談して天下のこと 議する危険がありま 。 
西村茂樹（一八二八～一九〇二、明治期の啓蒙的官僚学者）の言。
民撰議院の建白書に欠点があるにせよ、その主旨を非難することはできぬ。こんにち必要なことは 体（政治の組織形態） 確定す こと す。そ































































































































































































































































































































































































































































der leden van het
hoogerhuis en van
het lagerhuis, dewelke
van tÿd tot tÿd voor




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『加藤弘之自叙伝』 ［非売品］加藤弘之先生八十歳祝賀会、大正４・ 。中島力造「故加藤博士に就いての回想」 『哲学雑誌』第
349号所収、大正５・３。
（34）105
『人権新説駁論集』 『明治文化全集
　
第五巻』所収、日本評論社、昭和２・
11。
『明治文化全集』一巻、二巻、五巻、七巻、八巻、十三巻、日本評論社、昭和２・
11～同４・５。
川原次吉郎講演「加藤弘之の政治思想」 『講演の友』第
38号所収、講演の友、昭和９・６。
田口卯吉著『日本開化小史』岩波書店、昭和９・７。『
新聞集成
　
明治編年史
　
第二巻』財政経済学会、昭和
10・２。
三上参次講演「明治以後思想変遷の史的考察」 『講演の友』第
120号所収、昭和
11・７。
大久保利謙「加藤弘之博士の手沢本
―
人権新説参考書の一つ」 『明治文化』第
13巻第
10号所収、明治文化研究会、昭和
15・
10。
麻生義輝著『近世日本哲学史』近藤書店、昭和
17・７。
尾佐竹
　
猛著『近代日本歴史講座
　
明治維新下巻ノ一』白揚社、昭和
19・４。
『西
　
周全集
　
第一巻』日本評論社、昭和
20・２。
住谷悦治「天賦人権の論争
―
加藤弘之・外山正一・馬場辰猪・植木枝盛」改造社、昭和
21・
11。
鳥井博郎著『明治思想史』河出書房、昭和
28・
12。
津田左右吉「近代日本における西洋の思想の移植」 津田左右吉全集
　
第八巻』所収、岩波書店、昭和
39・５。
水田義雄著『西欧法事始』成文堂、昭和
42・４。
日本思想大系
25『キリシタン書
　　
排耶書』岩波書店、昭和
45・
10。
『近代日本政治思想史
　
Ⅰ』有斐閣、昭和
46・２。
『加藤弘之文書
　
第一巻、第二巻』同朋舎出版、平成２・８。
日本近代思想大系
　
３『官僚制
　
警察』岩波書店、平成２・
11。
『新明解
　
語源辞典』三省堂、平成
23・９。
［追記］　
なお、法政大学附属図書館は、いまや入手が容易でない加藤弘之のつぎのような書を架蔵している。いずれも貴重書であり、藤井甚太郎教授（一八八三
～一九五八、昭和期の歴史学者）のコレクションの一部である。加藤弘蔵著『立憲政体略』谷山楼上梓、慶応４・７。加藤弘之講述『真政大意
　
全二冊』谷山楼蔵梓、明治３・７。
104（35）
学者の転向
『
イ、カ、ブルンチェリ著従五位
　
加藤弘之訳
　　
　
国法汎論』文部省、明治５・５。
加藤弘之著『国体新論
　
全』谷山楼蔵梓、明治７・
12。
